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がん相談業務（院内におけるピアサポート）集計結果

■ 調査対象期間 平成29年7月1日～平成29年9月30日

■ 調査件数 93　件

合計 93

相談月 件数

7月 30

8月 33

9月 30

28件, 
30%

44件, 
47%

18件, 
20%

3件, 3%

相談時間

10分未満

10分～30分未

満

30分～60分未

満

60分～90分未

満

90分以上

12件, 
13%

72件, 
78%

5件, 5%
3件, 3%

1件, 1%

相談形式

相談室

病棟

外来

電話相談

その他

1件, 1%
5件, 5%

8件, 9%

15件, 
16%

27件, 
29%

25件, 
27%

3件, 3%
9件, 10%

相談者の年代

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代

5件, 5%

27件, 
29%

32件, 
35%

4件, 4%

8件, 9%

2件, 2% 15件, 
16%

住居エリア

北部

中部

南部

宮古

八重山

その他

不明



　

　
　

47件, 
51%

46件, 
49%

相談者の性別

男性

女性
77件, 
83%

15件, 
16%

1件, 1%

相談者のカテゴリー

患者本人

家族・親戚

友人・知人

一般

医療関係者

その他

不明

58件, 
62%

33件, 
36%

2件, 2%

相談者の利用回数

初めて

２回目以上

不明

1件, 1%

7件, 7%

7件, 8%

13件, 
14%

27件, 
29%

26件, 
28%

4件, 4%

8件, 9%

患者本人の年代

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代

53件, 
57%

40件, 
43%

0件, 0%

患者本人の性別

男性

女性

不明 75件, 
81%

11件, 
12%

1件, 1%

5件, 5% 1件, 1%

受診状況

自施設入院中

自施設通院中

他施設入院中

他施設通院中

受診医療機関な

し
その他



 
　

6件, 7%

79件, 
85%

5件, 5%

1件, 1%

1件, 1% 1件, 1%

現在の治療状況

診断なし(精査中

含) 
治療前(診断後)

治療中

治療後

経過観察中

その他

53件, 
57%

35件, 
38%

1件, 1%
3件, 3% 1件, 1%

がんの状況

初発

再発・転移

その他

不明

未記入

30
18

14
13

10
9

8
6
6
6

3
3

2
2

1
0
0
0
0

3

耳鼻咽喉

子宮・卵巣

骨

リンパ・血液

食道

肺・縦隔・心臓

肝・胆

眼・脳・神経

大腸・小腸

腎・尿管・膀胱

乳房

肉腫・腹膜・後腹膜

胃

前立腺・精巣

原発不明

膵

甲状腺・副腎

皮膚

中皮腫

不明

がんの部位



79
63

47
19

8
4
4
3
2
1
1
1
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
4

0

がんの治療

症状・副作用・後遺症

がんの検査

不安・精神的苦痛

患者－家族間の関係

食事・服薬・入浴・運動・外出…

社会生活（仕事・就労・学業）

症状・副作用・後遺症への対応

友人・知人・職場の人間関係

セカンドオピニオン（一般）

転院

ホスピス・緩和ケア

補完代替療法

患者会・家族会（ピア情報）

がん予防・検診

医療費・生活費・社会保障制度

医療機関の紹介

介護・看護・養育

セカンドオピニオン（受入）

セカンドオピニオン（他へ紹介）

治療実績

受診方法・入院

在宅医療

告知

医療者との関係

その他

不明

相談内容

（実施したものすべて）

189

3

31

10

5

一般医療情報

医療機関情報

日常生活の相談

関係性についての相

談

ピア情報

相談内容
（実施したものすべて・大項目別）

54
10

15
3
2
2
1
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
1
1

がんの治療

症状・副作用・後遺症

不安・精神的苦痛

社会生活（仕事・就労・学業）

がんの検査

友人・知人・職場の人間関係

転院

症状・副作用・後遺症への対応

補完代替療法

セカンドオピニオン（一般）

セカンドオピニオン（他へ紹介）

セカンドオピニオン（受入）

治療実績

受診方法・入院

医療機関の紹介

がん予防・検診

在宅医療

ホスピス・緩和ケア

食事・服薬・入浴・運動・外出…

介護・看護・養育

医療費・生活費・社会保障制度

告知

医療者との関係

患者－家族間の関係

患者会・家族会（ピア情報）

その他

不明

未記入

相談内容

（最も比重の高いもの）

66

1

20

2

3

1

一般医療情報

医療機関情報

日常生活の相談

関係性についての相談

ピア情報

未記入

相談内容
（最も比重の高いもの・大項目別）



93

66

56

1

0

0

0

1

0

傾聴・語りの促進・支持的

な対応

助言・提案

情報提供

自施設他部門への連携

他施設受診の説明

自施設受診の説明

他施設への連携

その他

判断不明

対応内容

（実施したものすべて）

92

1

0

0

0

0

0

0

0

0

傾聴・語りの促進・支持

的な対応

情報提供

助言・提案

自施設他部門への連携

自施設受診の説明

他施設受診の説明

他施設への連携

その他

判断不明

未記入

対応内容

（最も比重の高いもの）

52

6

1

1

1

1

0

0

0

0

医療機関スタッフ

パンフレット

インターネット

同病者やその家族・患者

会

マスメディア

院内で見かけて

家族・友人・知人

相談員に声をかけられて

その他

不明

認知経路



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主催 沖縄県地域統括相談支援センター  

協賛 琉球大学医学部附属病院がんセンター 

 

平成 29 年度 

がんピアサポーター養成講座 

開催報告 

実施日  1 日目：平成 29 年 7 月 22 日（土） 

2 日目：     8 月 19 日（土） 

3 日目：     9 月  9 日（土） 



開 催 概 要 

 

 

１ 名称   平成２９年度 がんピアサポーター養成講座 

 

２ 日時   平成２９年 ７月２２日（土）13：00～17：40 

               ８月１９日（土）13：00～17：45 

              ９月 ９日（土）13：00～16：45 

 

３ 場所   ホテルニュー丸勝 ６階 会議室 

        宮古島市平良字西里 303-3 

 

４ 対象   ①がん患者およびがん患者のご家族、ご遺族 

②最終治療後２年以上が経過し、現在病状の安定している方 

③全日程参加できる方 

        ④受講後、治療や仕事や生活に支障がない範囲で当センターの登録がん

ピアサポーターとして活動できる方 

 

５ 受講生  ７名（修了生７名） 

 

６ 受講料  無料 

 

７ 目的   ①これから「ピアサポート」を始める方が、１対１での対応に関する基

本的な事項を学ぶ 

        ②受講生同士に仲間意識を持たせ、今後のセンター及び個々の活動が互

いに連携できる環境をつくる 

 

８ 主催   沖縄県地域統括相談支援センター 

 

 ９ 協賛   琉球大学医学部附属病院 がんセンター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

開始 終了 時間 内  容 講師等、 担当者 

12:30 13:00 30 分 受付、会場準備   

13:00 13:05 5 分 開講のあいさつ 
沖縄県地域統括相談支援センター長  

増田 昌人 

13:05 13:15 10 分 オリエンテーション 
沖縄県地域統括相談支援センター事務 

 安里 君代 

13:15 13:30 15 分 アイスブレーキング 
沖縄県地域統括相談支援センター事務 

 安里 君代 

13:30 14:50 80 分 
講義 

ピアサポートとは何か 

沖縄県地域統括相談支援センター相談員 

 西村 克敏 

14:50 15:10 20 分 記念撮影・休憩 
 

15:10 16:10 60 分 
ワークショップ 

自分の体験を語る 

沖縄県地域統括相談支援センター相談員 

 仲田 ひろ子 

16:10 16:20 10 分 休憩  

16:20 17:20 60 分 
講義 

がんの基礎知識 

沖縄県地域統括相談支援センター長  

増田 昌人 

17:20 17:30 10 分 アンケート記入   

17:30 17:35 5 分 おわりのあいさつ 
沖縄県地域統括相談支援センター長 

 増田 昌人 

17:35 17:45 10 分 片付け 全員 

 

 

開始 終了 時間 内  容 講師等、 担当者 

12:30 13:00 30 分 受付、会場準備   

13:00 13:05 5 分 はじめのあいさつ 
沖縄県地域統括相談支援センター長  

増田 昌人 

13:05 13:10 5 分 オリエンテーション 
沖縄県地域統括相談支援センター事務 

 安里 君代 

13:10 14:20 70 分 
ワークショップ① 
ピアサポーターにとって大事なこと 

沖縄県地域統括相談支援センター相談員 

 中山 富美 

14:20 14:30 10 分 休憩 
 

14:30 15:30 60 分 
講義 

精神腫瘍学について 

沖縄県立南部医療センター・こども医療セ

ンター 精神科医 

 川田 聡  氏 

15:30 15:50 20 分 記念撮影・休憩  

15:50 17:20 90 分 
ワークショップ② 
より良いコミュニケーションのために 

沖縄県地域統括相談支援センター相談員 

 橋本 佳奈 

17:20 17:30 10 分 アンケート記入   

17:30 17:35 5 分 おわりのあいさつ 
沖縄県地域統括相談支援センター長 

 増田 昌人 

17:35 17:45 10 分 片付け 全員 

１日目（7/22） 

プログラム 

２日目（8/19） 



 

開始 終了 時間 内  容 講師等、 担当者 

12:30 13:00 30 分 受付、会場準備   

13:00 13:05 5 分 はじめのあいさつ 
沖縄県地域統括相談支援センター長  

増田 昌人 

13:05 13:10 5 分 オリエンテーション 
沖縄県地域統括相談支援センター事務 

 安里 君代 

13:10 13:20 10 分 ロールプレイの説明・実演 

●講師 

沖縄県地域統括相談支援センター相談員  

 西村 克敏 

 

●ファシリテーター 

沖縄県地域統括相談支援センター相談員 

 仲田 ひろ子 

 中山 富美 

 橋本 佳奈 

 

13:20 14:10 50 分 ロールプレイ① 

14:10 14:40 30 分 
ワークショップ① 

ロールプレイ①の振り返り 

14:40 14:50 10 分 休憩 

14:50 15:40 50 分 ロールプレイ② 

15:40 16:10 30 分 
ワークショップ② 

ロールプレイ②の振り返り 

16:10 16:20 10 分 アンケート記入   

16:20 16:30 10 分 修了書授与・記念撮影 
沖縄県地域統括相談支援センター長 

 増田 昌人 

16:30 16:35 5 分 閉講のあいさつ 
沖縄県地域統括相談支援センター長 

 増田 昌人 

16:35 16:45 10 分 片づけ 全員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３日目（9/9） 



プログラム別内容 

 

アイスブレーキング 

 ・ペアとなり他己紹介をすることで受講生がお互いを知る機会をつくる。 

 

ピアサポートとはなにか 

 ・ピアサポートの定義、ピアサポートの重要性と意義、活動内容や活動場所などを学ぶ。 

 

自分の体験を語る 

 ・ピアサポート時に自身のことを話す場合もあることから自己の体験を語れるように整

理する。 

 ・他の受講生が語っている内容を聴くことで傾聴を学ぶ。 

 

ピアサポーターにとって大事なこと 

 ・自分の意見を押し付けない、個人情報を守る、医療行為に踏み込まないなどのピアサ

ポートを行うにあたって最低限知っておいてほしいことや、必ず守ってほしいことを学

ぶ。 

 

がんの基礎知識 

 ・相談者の話を聴く際に知っておくと役に立つ医学的知識を学ぶ。 

 ・がん診療の流れ、５大がんの基本的知識（検査法、治療法、治療後の留意点など）、が

ん治療（手術、放射線、薬物）、緩和ケア、補完代替医療についてなど。 

 

精神腫瘍学について 

 ・がん患者のこころの動きと対応の辞めどき、専門家への紹介の仕方などを学ぶ。 

 ・緩和ケアについても再度学ぶ。 

 

より良いコミュニケーションのために 

 ・服装や言葉使いなど接遇の基本的なことから、相談者が話しやすい雰囲気を作りだす

ことを学ぶ。 

 ・相談者の目線や表情、仕草から読み取れることや、「あいづち」と「繰り返し」の効果

を学ぶ。 

 

ロールプレイ 

 ・２日間で学んだことを実習で試し、フィードバックにより良い面も悪い面も全員で情

報共有することで個々の対応に活かす。 

 

 

 

 



開催内容 

 

【振り返り】 

・初めての離島開催により受講者数が定員に達するか不安はあったものの、枠はすべて埋

まったことで、離島地区でもピアサポーターとして活動したい需要があることは分かった。 

・医療に関する講義以外は地域統括相談支援センターの相談員が務めたことで、センター

内の人員で大半の講義は行えることとなった。 

・受講者数が少ないためワークショップの時間を減らし「がんの基礎知識」と「精神腫瘍

学について」の講義時間を増やしたことで、受講生の医療的な分野に関する理解が高まっ

た。昨年度のアンケートに「もっと時間を多く取ってほしい」旨の要望が多かった２科目

の改善に成功したと言える。 

・離島開催のため会場を実際に確認することができず、圧迫感のある構造に受講生の負担

となった点があった。しかし会場は昔ながらのホテルだったこともあり、受講生やスタッ

フが道に迷うこともなかった。 

・２日目に沖縄県立宮古病院地域連携室の方が見学に来てくださり、ピアサポートに関す

る理解や関心が伺えた。 

・受講生からは、宮古で開催してくれて嬉しい。今まで知らなかった仲間と出会えた等の

感想が聞かれた。 

 

 

【反省点】 

・セミナーや研修会への参加が不慣れな受講生もいると想定して講義を進める必要があっ

た。 

・説明は受講生が理解したかの確認を取り、完全に理解してから進めた方が良かった。 

・２日目は DVD 上映が２本あり、時間を置いてはいるが１日で観ることで一部の受講生の

集中力が途切れてしまった。 

・ロールプレイのスタート時はグループごとに多少の混乱があった。受講生にはロールプ

レイの方法等だけではなく、何のために役を交代して行うのか等の説明も合せて行う必要

があった。 

 

 

【今後の課題】 

・講義の理解度に個人差があるため、２日目と３日目は講義前のオリエンテーションで前

回のポイントを振り返り、内容を思い出してから講義に入る流れを作る必要がある。 

・講義の中で、今行っていることは何のために必要かという目的の説明をした方が良い。

その説明を行うことで受講生にイメージさせ、理解を深めることができると考える。 

・離島開催の際は養成講座終了後の活動のためにも、ファシリテーターを現地の病院から

確保し、受講生と病院が連携する機会を持つ必要がある。 

 

 



アンケート集計結果 

 

【１日目 受講生：配布４件、回収４件】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

2

0

2

知っていた

聞いたことはあった

知らなかった

Ｑ２．ピアサポート活動（また

はピアサポーター）を知っ

ていたか

3

0

0

0

1

なし

１年未満

１年以上３年未満

３年以上５年未満

５年以上

Ｑ３．ピアサポート歴はどのく

らいか

3

1

0

0

0

よくできた

少しできた

どちらともいえない

あまりできなかった

全くできなかった

Ｑ４．「ピアサポートとは何か」の内容は理解できたか

Ｑ１．養成講座に参加した理由は何か 

 ・ピアサポートをがんばりたいと思ったから。 

 ・特に大きなきっかけはなかったが・・・（ふりかえりができてよかったと思っては

いる。ありがとうございます）。 

 ・いろいろ学ぶことで自分の為にも他の人の為にも役立てると思ったこと。 

 ・父と兄をがんでなくし、その時何もできなかった自分がいた。それでがんピアサポ

ーター養成講座で勉強したいと思い受講しました。 

・「ピアサポートとは何か」受講して少

し理解できたかなあと思いました。 

・自分の経験をふくめ、参加者の話をき

き、サポートすることの必要性を実感し

たから。 



 

 

  

0

1

2

1

0

よくできた

少しできた

どちらともいえない

あまりできなかった

全くできなかった

Ｑ５．「自分の体験を語る」では、自分なりに語れたか

2

2

0

0

0

よくできた

少しできた

どちらともいえない

あまりできなかった

全くできなかった

Ｑ６．「がんの基礎知識」の内容は理解できたか

0
0

4
0
0

とても多い

多い

ちょうど良い

少ない

とても少ない

Ｑ７．１日目の講座日程（科目

数など）はどうか

0

1

3

0

0

とても長い

長い

ちょうど良い

短い

とても短い

Ｑ８．１日目の各科目の所要

時間はどうか

・時間内に要領よくまとめていいたい

ことを話すというのは難しいです。 

・内容があちこち飛んでまとまりがな

かったと思う。経験をふまえて今後は

どうしたいかなど言わんとすることが

言えなかった。 
・泣かないで「自分の体験を」話そう

と思ったがつらい。泣いてしまってう

まく話せなかった。 

・ライフコースや診断と治療の基礎知

識は大変よかったと思います。 

・少しだけど「がんの基礎知識」わか

ったような気がします。勉強になりま

した。 

・多いとも少ないとも感じなかっ

たし、ちょうど良いと思った。そ

して勉強になったと思いました。 

・ちょっと長いかナと思いました。

内容はよかったと思います。 
・ちょうど良いと思った。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【受講生：配布７件、回収６件】 

 

 

 

 

3

3

0

0

0

よくできた

少しできた

どちらともいえない

あまりできなかった

全くできなかった

Ｑ１．「ピアサポーターにとって大事なこと」の内容は

理解できたか

1

3

1

0

0

よくできた

少しできた

どちらともいえない

あまりできなかった

全くできなかった

Ｑ２．「精神腫瘍学」の内容は理解できたか

Ｑ９．１日目の講座に関するご意見・ご感想 

 ・クーラーがききすぎだったと思います。質問しやすいふんいきで良かった。宮古で開催して

いただきありがとうございます。私達はふたんなく参加できてうれしいです。１人閉所がにがて

な人がいますので次回はエレベーターを使わない会場希望です。 

 ・内容がよいだけに、参加者が少なくて残念に思った。細かい質問もあり、かえってふり返りが

できるのでよかったですヨ。 

  

・ビデオだけではなく体験からの話しでわかりや

すかった。 
・自分自身の説明が足りない。DVD での説明が

多すぎる。 
・事例 DVD があり、理解するのに役立った。 

・孤独傾聴の大切さ。自分にできるこ

とを提供することの大切さがわかっ

た。孤独の言葉が印象的だった。 
・精神的に不安になり心療内科で安定

剤を処方してもらったばかりで、大変

興味がありました。 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3
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1

0

0

よくできた

少しできた

どちらともいえない

あまりできなかった

全くできなかった

Ｑ３．「より良いコミュニケーションのために」では

自分なりに参加できたか

0
0

6
0
0

とても多い

多い

ちょうど良い

少ない

とても少ない

Ｑ４．２日目の講座日程（科目

数など）はどうか

0

0

6

0

0

とても長い

長い

ちょうど良い

短い

とても短い

Ｑ５．２日目の各科目の所要

時間はどうか

Ｑ６．２日目の講座に関するご意見・ご感想 

 ・楽しかった。講義もワークも良かったと思います。 

 ・時間的には良いだけど何かものたりないと思った。 

 ・体験談がたくさん聞けてよかったし、サポートの仕方が理解できた。ピアサポータ

ーとして頑張っているのが伝わってきたし、まず自分にできる事をサポートすること

の大切さや自身のふり返りもできてよかったです。 

・自分のくせをわかってコミュニケーションを

したいと思う。話しのきき手であることを意識

して行いたい。 
・むずかしく考えなくていい。自分にできるこ

とが基本の大切さがわかりました。 

・DVD の時間をもっと短くしてほ

しい。 
・ちょうど良いなあと思いました。 

・科目別に時間を考えてほしい。 
・ちょうど良い時間思いました 



【受講生：配布７件、回収７件】 
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0
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0

よくできた

少しできた

どちらともいえない

あまりできなかった

全くできなかった

Ｑ１．デモンストレーションで役割分担が理解できたか
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2

0

よくできた

少しできた

どちらともいえない

あまりできなかった

全くできなかった

Ｑ２．ロールプレイは自分なりにできたか

0
0

6
1

0

とても多い

多い

ちょうど良い

少ない

とても少ない

Ｑ３．３日目の講座日程（ロー

ルプレイの回数など）はど

うか

0

0

4

2

1

とても長い

長い

ちょうど良い

短い

とても短い

Ｑ４．３日目の各科目の所要

時間はどうか

・緊張してそれぞれの役割の

基本的な事も頭の中になく

て、流れのままにすすめてい

った。 
・いっぱいいっぱいで相手の

話を引き出すより自分が話

したと反省。 
・２回目にはなれて話がうま

くいったような気がした。 
・何を話して良いのか、頭の

中で整理ができなかった。 

・２回程度でちょうどよいと思った。 
・なれないのであまり多いと気にな

って後は何を話せば良いか迷う。 

・もうちょっと長い方が良かった。

理解するのにちょっと短かった様

に思えた。 

・前別の養成講座でやったことが

あったので少しは理解できまし

た。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3
4

0
0
0

よくできた

少しできた

どちらともいえない

あまりできなかった

全くできなかった

Ｑ５．本講座を通してピアサ

ポート活動について理解で

きたか

2
4

1
0
0

とても良かった

良かった

どちらともいえない

あまり良くなかった

全く良くなかった

Ｑ６．本講座の構成や日数、曜

日、時間帯はどうか

5

0

2

ある

ない

わからない

Ｑ８．ピアサポーターとして活動する上で不安はあるか

Ｑ７．本講座へのご意見・ご感想 

 ・宮古での開催で負担なく参加できた。 

 ・こうした講座は年に１～２回はしてほしいです。 

 ・楽しい体験をありがとうございます。 

・もらった資料を読み返して、学習

したいと思った。 
・最初のピアサポート養成講座でし

たのでついて行けなかった。 

・曜日、時間帯はよいと思う。ロー

ルプレイの時間がもう少し長けれ

ばいいな。 
・土曜日が一番良いと思います。 

・相手がちょうど大きな悩み不

安をかかえている中での対応

には不安を感じる。 
・初対面の人との会話がはたし

てできるのか。 
・今が最初であまりわからな

い。 
・やっぱり適切なアドバイスが

できうるかです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ９．ピアサポーターとして活動する上で安心なフォロー体制 

 ・実際に経験がないので具体的にわかりません。でも実際にサポートしていくなかで

学習していくものだと思いました。 

 ・定期的なフォローアップ。ちゃんとポイントをおさえて活動しているか。ふりかえ

れる場所が必要だと思う。 

 ・先ずは経験のある方とのペアースタートが望ましいのではないかと思います。 

 ・失敗と感じた体験談。 

 ・詳しく相手が安心出来る様になりたい。説明出来る事が出来る様に勉強していくつ

もりです。 

 ・詳しい栄養管理メニュー？他の人の体験談。 

 

Ｑ１０．今後、学んでみたい講座 

 ・気持ちをリラックスさせる私達もかんたんにできる緩和ケア。たとえばタッチセラ

ピーのしかた。 

 ・いろんなことを勉強したいと思うので、いろんな講座を学びたいです。 

 ・病気に関する講座でしたら何でも良いです。 

 ・補助金の活用法 



当日の様子 

 

【講座１日目】 

  

▲アイスブレーキング「他己紹介」     ▲講義「ピアサポートとは何か」 

 

  

▲ワークショップ「自分の体験を語る」   ▲講義「がんの基礎知識」 

 

 
▲集合写真 

 

  

 

 

 
  



【講座２日目】 

   
▲ワークショップ「ピアサポーターにとって大事なこと」 

 

   
▲講義「精神腫瘍学について」 

 

  

▲集合写真                 

 

  

▲ワークショップ「より良いコミュニケーションのために」 

 

 
 

  

 

  

   



【講座３日目】 

 

▲ロールプレイの説明・実演 

 

   
▲ロールプレイ              ▲ワークショップ「ロールプレイの振り返り」 

 

 

▲集合写 

  

 

 

   

   
 



広報 

 

【新聞広告：宮古島市内２紙に広告掲載】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【案内チラシ：各がん診療専門医療機関、各患者会等】 
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